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低成長時代の建築関係の
　　　　新しい職能マネジメント

新たな職能「マネジメント」
　若本氏は、以前は集合住宅や戸建て住宅の建築設
計に携わっていたが、現在は大阪大学工学研究科の
キャンパスマネジメントに従事している。このキャ
ンパスマネジメントでは、大学での利用者（教則員・
学生）間での特殊なパワーバランスの中、利用者の
意向を聞き、耐震改修工事の発注等のサポートをし
てきた。その業務の過程で、建築的解決と利用者の
合意形成との間には飛び越えるべき大きな溝がある
ことが明らかになってきた。
　その溝とは、業務の手順が明確な「シンプルなプ

ロ（業者）」と、個別の関心があり自分たちの進むべ
き方向が不明確な「もやもやした利用者」の間の全
体工程のイメージや注意関心の違いである。この溝
を置き去りにしたままではプロジェクトが前に進ま
ない。両者の間に立ち、この溝を明確にし、共有し
てそれを埋める職能となる「マネジメント」が必要
となってきている。
　本稿では、大阪大学吹田キャンパス工学研究科の
耐震改修を事例とし、低成長時代の建築関係の新し
い職能「マネジメント」の可能性を論じる。

吹田キャンパスの姿 1)2)3)

大阪大学吹田キャンパス・工学研究科オープンスペースデザイン計画
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1. 大阪大学吹田キャンパスにおけ
るキャンパスマネジメント
a. 大阪大学吹田キャンパス（工学
研究科）の特徴
　大学キャンパスには様々な種類の
施設が配置されるが、これらは用途
上不可分とされ、住宅団地とは異な
り制度上は一敷地一建物として扱わ
れる。しかし、来校者を含め多様な
研究者が活動、交流し、学生が多く
の時間を過ごす場という施設利用の
特徴や、そのスケールから、都市的
な側面も有しており、合意形成の方
法や施設の集合体の管理手法の点
で、住宅団地や地域の運営と類似す
る点があると考えている。大阪大学
吹田キャンパスにある工学研究科の
建物は、1970 年頃に建てられた建
物が多く、当時の古い基準（耐震、
防犯、環境、バリアフリー）でつく
られており、耐震改修を主とする
様々な改善が必要とされている。そ
して、実現にあたっては、「学問の
自由」、「世界最先端の研究の場とし
てふさわしい施設計画」が第一に優
先される。
　ニュータウンが多く建設されて
いた時代に建てられた建物である
ことから、ピロティ、庇、地形に
合わせた配置計画などのデザイン
上の特徴がある（図 1）。また建設
後にも大学の拡大に伴って様々な

施設が増築されてきた（図 2）。
　国立大学である性質上、外部空
間においては外構整備に予算が出
しにくい構造になっており、屋外
空間は魅力の少ない空間となって
いる。また、歩車分離を目指した
計画による行き止まりの道が多く、
自動車・自転車の処理や建物更新
の際の大きな制約となっている。
　さらに、決定権を持つ者（教員）
はそれぞれ独立した言い分をもつ
ため、意思決定、合意形成が難し
いという特徴がある。
b. キャンパスマネジメントの仕事
　様々な特徴、問題を抱える中で
キャンパスマネジメントに求められ
ることは、利用者（教員）の意見を
聞きながら、専門の方と広く浅く連
携し、業務を進めていくことである。
　まず、キャンパスマネジメントを
進めていく上で一番大切なことは、
大学のカリキュラムなどのアカデ
ミックプランとの整合である。しか
し、キャンパス内の交通など環境の
基盤に関わるその他の諸問題を解決
しなければ、その実現も難しくなっ
てくる。それらを解決するため、大
学が持っている様々なデータ（計画
することを目的として集められたも
のではないので、そのままではキャ
ンパスマネジメントには使えないこ
とが多い）を集め、必要な整理、加

工を行う。自ら調査しなければいけ
ないことも多い。
　そして、何よりも資金的な制約
がすべての根底にあり、それをマ
ネジメントすることが全体を進め
る上で非常に重要となる。
c. 耐震改修
　大阪大学工学研究科では平成 16
年より耐震改修を行なうこととな
り、耐震指標（IS 値）が 0.7 以下
である建物を対象に順次改修を行
なっていった（図 3、4）。工事の
際に教員には仮移転してもらう必
要がある。この仮移転を、長い年
月の間ににより混乱してきていた
研究室配置等の問題解決のチャン
スと捉え、耐震や機能改修だけで
な く、 施 設 利 用 見 直 し も 行 な い、
アカデミックプランとの整合、教
育環境向上、キャンパスの魅力向
上を目指している。
　このような目標に応じた計画とす
るため、はじめに利用者である教員
を対象に説明会を行い、目指すべき
方向を共有する。その中では新しい
研究室の配置や使い方、共用スペー
スのあり方についての考え方をいく
つか提示し、それぞれの利点などを
説明、それを元に利用者主体の議論
を行なっている（図 5）。
　 そ の 後 に 利 用 者 WG を 組 織 し、
各教員の持ち物調査や配置検討会
議を行なうことで現状把握と改修

図 2. 現在の大阪大学吹田キャンパス 5)

図 1. 建設直後の大阪大学吹田キャンパス 4)

図 3. 耐震改修後の研究棟 6)
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計画の詳細を検討している。　
e. 防災計画
　昭和 40 年代の開発であり、キャ
ンパスとしての防災計画が未整備
であった。そこで、所轄消防署の
協力を得て、工学研究科の全施設
を 対 象 に 消 防 活 動 の シ ミ ュ レ ー
ションを実施し、それを元に防災
骨格を設定した（表紙の図）。これ
は、外構や施設配置に関する、根
拠にもとづく利用者との議論の実
現、各種計画の整合性の獲得にも
役立っている。また、防災骨格と
ゴミ回収車等の日常のサービス動
線をあわせることにより、自動車
動線の整理を進めている。これら
の情報を基に、地震発生時の初動
マニュアルも作成した（図 6）。
f. 駐車場配置の見直し
　大学の拡大に伴い不便になってい
た駐車場の再配置が必要であった。
先に定めた防災骨格にしたがって、
駐車場の再配置を行なった。大学に
は専攻毎に使用する領域があり（図
7）、建物周辺も占用しようとする
傾向がある。それを考慮し、利用者
満足の向上と、改修工事に影響され
る駐車場の利用調整の円滑化を目指

して駐車場クラスターを形成し、各
クラスターが利用する駐車場配置は
工事の状況や構成員数から研究科が
決定し、運営はクラスターが行うこ
ととしている。
g. 自転車問題
　駐輪場不足や増え続ける放置自
転車により、大きな問題となって
いたが、自転車の利用に関するデー
タがなく、自ら調査することから
始まった。しかし、広大なキャン
パスを一人で調査することは困難
なため、協力者を得ることを考え
た。そのために調査方法を実験し
確立し、調査にかかる人数、時間
を具体的に示し、協力しやすい環
境をつくった。
　しかし、実際の整備では予算上の
問題で一度に全て行うことは出来な

い。そこで整備にかかる年数、手順、
金額を示すことで長期的な予算を要
求し、少しずつ実施を進めた。
　 ま た、 駐 輪 場 を 整 備 す る 際 は、
それが外部空間の魅力向上につな
がるようにも考えた（図 8）。それ
ぞれの場所に対し将来的な評価を
行い、どの場所からどのように手
をつけたら良いかを判断しながら
少しずつ進めていった。

2. 藤本昌也氏のモデルに時間の要
素を加える
　大阪大学でのキャンパスマネジメ
ントの経験から「マネジメント」と
いう職能では「時間」の要素が特徴
であり、重要であると考えられる。
これを現代計画研究所代表・藤本昌
也氏のモデルに「時間」の要素を加
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図 5. 改修を契機に40年の利用でモザイク状となった施設利用を整理図 4.H23 年度末の耐震改修状況

図 7. 専攻等組織と現場の運営に配慮した
　　　　　　　　　　　　　駐車場配置

図 9. 藤本氏のモデル

図 8. 外構デザインとしての駐輪場 7) 図 10. 藤本モデルに時間の要素を加える

図 6. 地震発生時の初動マニュアル
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えて考察する（図 9、図 10）。
　この藤本氏のモデルではプロジェク
トを進めていく上で、「事業」、「計画」、「空
間」の連続が重要であるとされている。
その要素に加え、「立上」、「維持」「管理」
など、状況を考慮し、その時々で適切
なプレーヤーを選択する必要がある。
　しかし、その場合選択されるプ
レーヤーである「シンプルなプロ

（業者）」と、「もやもやした利用者」
の間には優先順位などに認識の違
いが存在する。たとえば前者には業
務として整えられた手順や出来形
への関心があるが、後者は自身の
日常活動に対する関心が高い。大
学の耐震改修における認識の違い
には、「工期と研究スケジュール」、

「各部屋から一時退去することへの
認識の違い」、「専門分野の違いに
おける関心の違い」などがある（図
11）。このような問題を解決するた
め、説明会を開催し、そのズレを
説明し、時にはそれぞれの専門性
の高い言語や要望の説明を交えな
がら合意形成を行う必要がある。
　マネジメントにおいては、それ
らのズレを整理、共有し、その都
度関わる関係者が合意形成しやす
くなる 5W1H を用意することが非
常に重要であると言える。

3.新たな職能「マネジメント」の可能性
　設計者と発注者の両方の立場を
経験することにより、発注者を助
ける職能「マネジメント」に、重
要な役割があることを実感してい
る（図 12）。この職能は近年、大
手設計事務所なども重視しており、
それらのホームページには「マネ

家族構成、志向等）」、「人生計画」
などで企業や大学とは異なる点があ
るが、共同体として解決すべき課題
や実現すべき目標があることは共通
している。「マネジメント」を行な
う場合は、
(1) 目標とする成果の設定（共通の

課題、目標の発見、条件整理）
(2) 組織の性格に応じた仕組みづく

りと継続的な運営
(3) 各構成員が効果的かつ主体的に

関与するためのスケジュールや情
報の見える化

(4) 適切な外部協力者の選択と彼ら
が十分に能力を発揮するための環
境整備（内部調整）

が重要であると考える。
　住宅団地においてはこれらに住
民が関与するので、理解を深める
ための工夫や、取組みに消極的で
あったり関心が低い住民への働き
かけもより必要になるだろう。そ
のときの主体は住民（ただし、分
譲と賃貸で程度や内容が異なる）
であり、職能としてのマネジメン
トにはそれを継続的にサポートす
る技術も求められる。
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ジメント」、「ソリュー
ション」などのキー
ワードが並んでいる。
特に単体のオフィス
ビルや、ガバナンス
の確立されている組
織の施設群などの有
効活用には、システ
ム化された「マネジ
メント」が有効であ
り、新たな職能とし
て確立されていくと
考えられる。

4. 住宅団地（緩やか
な共同体）のマネジ
メント
　団地再編プロジェ
クトのテーマである
住 宅 団 地 に は、「 全
員合意に近い多数決
が必要」、「それぞれ
が異なる事情（年齢、　図 12. キャンパスマネジメントの仕事

　図 11. 建築的解決と利用者の間にある溝


